
消費者啓発参考情報「くらしの１１０番」トラブル情報 

移動販売の物干しざおで高額請求トラブル 

【事例１】 

 移動販売のアナウンスで、２本で２，０００円と言っていた。注文したところ、販売

員が物干し台に長さを合わせてカットした物を持ってきて、２本で４０，０００円だと

言う。値段が違うと抗議すると「２０センチメートル当たりの単価だ。もうカットした

ので、支払え」とすごまれたので支払ってしまった。領収書ももらえず会社名も連絡先

も分からない。 

【事例２】 

  アナウンスで「１本、イチ、キュウ、パ」と言うので、１，９８０円なら安いと思い、

注文した。物干し場に設置後、いきなり１９，８００円を請求されたが、怖い感じの人

だったので仕方なく支払ってしまった。後で竿をよく見たら、材質も粗悪であるようだ。 

【事例３】 

  ２本で２，５００円だったので注文したところ、お宅の物干し台は腐っているから換

えなさいと言われた。台の値段を聞いても教えてもらえず一方的に設置された後で、ま

とめて１５０，０００円を請求された。 

                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                 

 

業者のアナウンスは、「安い」と勘違いさせる内容で消費者を引き付けます。声をかけ

ると、値段についてはっきりと説明しないままに物干し台のサイズに合わせて竿を切って

しまうなどして、消費者が断りにくい状況に追い込んできます。 

また、領収書をもらえなかったり、連絡先を聞いても教えてもらえなかったりして、そ

の後の返金交渉ができない場合も多くなっています。 

【消費者へのアドバイス】 

① 売り文句に惑わされず、呼び止めるかどうか慎重に判断しましょう。ホームセンタ 

ーや金物店などでも、配送料がかかる場合がありますが、購入できます。 

② 購入を決める前に必ず品物の価格や材質を確認しましょう。もし納得がいかなければ、

はっきりと断りましょう。 

③ 購入する場合は支払う前に必ず業者名や連絡先を確認し、領収書をもらいましょう。 

④ 困ったときは、すぐに最寄りの消費生活相談窓口にご相談ください。 

 

 

 


